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【ものづくり 人づくり 地域づくり】

助け合って共に生きる二宮尊徳の 「報徳」 の教えと実践で、 日本の 「協同の発祥の地」 とされる相馬。

地域の仲間・全国の仲間と共に、あきらめず、ねばり強く地域の生業 （水産加工技術）

の 「もの作り」 を続ける相馬はらがまの高橋さん。

福島を忘れない特集 （１）

生協のみんな！福島に来てくれてありがとう。

県外の魚を使ってでも、 相馬の水産加工の灯
と も し び

火を消さない！

「被災地だから」 ではなく、 「安全で美味しいもの」 をつくって

 震災と原発事故で、 もとの生活 ・ 生業を取り
戻せないという二重の苦難を背負った福島の
人々。
 そこに食を支え、 共に生きてきた私たちの仲間
がいる。 いっそう安全を確かめるものづくりに奮
闘する仲間がいる。  福島の 「本当の復興」 ＝
人々のつながり ・ 助け合いを通じた復興に身を

投じている仲間がいる。

　１月、 福島の縁ある生産者 ・ 仲間を訪ねまし
た。 今週と来週、 ２回にわたって報告します。
今週は、 相馬はらがまの高橋さん。
　　商品カタログでは今週、 「福島をあきらめない
～福島協同の特集」 を組んでいます。

「食べる人とまっとうな関係

にしたいんです」 （高橋夫妻）

毎月１１日が４年10カ月。月命日・

合掌。 もう、 何十年も前のような、

まだ、 昨日のことのような…。

　今の相馬は、 復旧復興作業も進み、 建物、 道路

も新しくなり、 震災の傷跡もほとんど見られなくなり

ましたが、 未だに主産業 （水産業） の完全復活に

はならず、 震災前のにぎやかな 「浜」 とは程遠い

のが現実です。

　亡くなられた方々の思い出も、 この月命日になる

と、 ふと思い出してしまいます。

　でも、 相馬には次世代に続く、 明るい未来があ

ると信じています。 先ずは信念のままに生き、 次

世代につながる道が切り開かれれば、 幸いです。

来てくれてありがとう。頑張ります。（高橋永真・恵子）

ねばうま
北海道松前町のする
めいかと昆布、 青森
の人参、 秋田のしょっ
つる、 そして常総生
協の二年仕込み丸大
豆醤油を原料に高橋
さんが相馬で培った
技術を駆使して作った
た復興協同の作品。
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 【相馬はらがま】　共に支え合い、 相馬の水産加工の灯を消さない

日本一活気のあった港　相馬はらがま漁港

　かつて、 豊かな漁場を抱え、 魚種 ・ 漁獲

量ともに東北随一を誇り、 若者も多く、 「日

本一活気のある港」 と言われた相馬 ・ はら

がま漁港。

　2011 年、震災・津波で多くの方が亡くなり、

半数の船を失った。 それに追い打ちをかけ

たのが原発事故による海の汚染。 宮城県と

の県境、 相馬沖も操業停止。

　放射能の検査が続けられ、 安全が確認で

きた魚は７２魚種まで増えたものの、５年経っ

た今でも週に１回の 「試験操業」 のみ。

被災の困難を助け合い、 支え合い

　「もうダメだ」 と故郷を去った人もいる。 ここ

を離れられない人もいる。 慣れ親しんだここ

で暮らすと覚悟した人々がいる。

　震災後、 高橋さんを先頭に、 被災した水

産加工業者の仲間が中心となって、 この地

域の被災者を支え合い助け合おうと 「NPO

相馬はらがま朝市クラブ」 を立ち上げまし

た。

　「朝市」 で生活物資を分かち合うと共に、

被災者が寄り添い、

気持ち支え合う場を

つくった。 全国からの

支援の窓口にも。

　市の 「きずな事業」

も活用して仮設住宅をリヤカーで歩いて御

用聞きも。 高齢者の見守り活動もやった。

相馬の水産加工のともしびを消さない！

　豊かな自然の漁場を糧に相馬で培われて

きた水産加工技術。

　「この水産加工のともしびを消さない！た

とえ県外の魚を使ってでも」 と、 地元の若

手漁師や県内外の仲間、 そして全国からの

支援の仲間をつないで、

「ものづくり」 をひたすら

に続けて、 地域に希望と

勇気と絆を結いできたの

が、 私たちの生産者、 セ

ンシン食品の高橋永真さ

んでした。

助け合い ・協同の絆の作品　

　北海道松前市からの

するめいか ・ 昆布、 青

森からの人参、 秋田か

らのしょつる、 そして茨

城 ・ 常総生協の二年

仕込み醤油を繫いで、

ここ相馬で培ってきた加工技術で高橋さん

が開発した最初の協同の作品が、　松前漬

「ねばうま」 でした。

　その後、 支援の絆を生かして全国の良い

原料素材を選んで、 製品開発した加工品の

数は３０種類にのぼります。

「報徳庵」 ・ ・ ・ 支え合いの拠点

　仮設商店街の１階に、 仲間と開いた共同

販売所兼食事処 「報徳庵」 があります。

　地域の人々が集

える 「たまり場」 と

同時に、 これら絆の

協同加工品が並び、

ここから再びネット通

販全国に販売されることで、 支え合いのネッ

トワークの拠点になっています。

　「報徳庵」 とは、 まさにこの地に江戸時代

から伝わり、 相馬市の市民憲章にもなって

いる二宮尊徳の 「助け合い」 の精神と実践

をと、 高橋さんが名付けました。

　その中で、 私たち常総生協の醤油も使って

もらった 「ねばうま」 は逸品とされています。

素材を生かす高橋さんの絶妙な技術で、 全国

を結ぶ加工食品ができあがります。

　私たち常総生協組合員にとっても全国に自

慢のものです。 最初の支援物資だったお醤油

が、 今や全国協同の合同作品になって、 帰っ

てきています。

震災前の漁港の賑わい 現在　建物は復旧したが

ねばうまのご注文は№ 11 です
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　震災から５年　縁のある生産者、 仲間を訪問 （１月）

被災地で 「かわいそうだから」 ではなく、

　「いいもの」 「美味しいもの」 で

　　　食べる人とまっとうな関係で

　「被災地でかわいそうだから買ってもらおう

とは思っていないんです。 いいものだから、

美味しいから食べて欲しいんです。 作る人

と食べる人のまっとうな関係にしたいんです」

と高橋さん。 だから加工品は無添加で。

　放射能検査も外部検査に出すと共に、 自

前で精密に測れる計測器で検査して出荷し

ます。

　「食べものだから、 安心と安全は当たり前。

放射能検査は大事。 でも、 もっと大事なこと

がある。 いちばん怖いものは人間どうしの不

信、 信頼関係の崩壊と分断。 もう一度、 そ

こをみんな気づいた方がいいと思うんだ」 と。

　今、 私たちにできることは、 信頼の絆でこ

の加工作品を利用することで、 今を共に生

き抜くことだと思います。

親父の姿を見て長男が帰ってきた！

　高橋さんはこの春、 新

たなことに挑戦します。

相馬からほど近い、 宮

城の県閖上 （ゆりあげ）

地区に新しい加工場を

建築し、順調にいけばこの５月に稼働します。

　以前の収入を回復するには到底及ばず、

一次産業者と比べ補償条件も悪く、 自宅も

立て直せずいるなかで、 新たに大きな借金

を背負う覚悟をしたのは、 東京で働いてい

た長男の大善さんが父親の後を継ぐ覚悟を

して帰ってきたことでした。

　大善さんは東京で培ったＩＴ技術を駆使し、

ネットを通じて全国の方々とつながり、 現在

の相馬と相馬の水産加工品を紹介していま

す。

　私たちが訪れたこの

日も、 高橋さんの傍ら

には大善さんがおり、

しっかりと親父さんを

支えていることがわかりました。

　新しい工場には生食加工、 煮炊き、 急速

凍結機、 素材の良さを生かす設備を備えま

す。 立地条件も良いため、 不定期ながらも

相馬の良い魚も宮城の新鮮な魚も手に入り、

これから益々おいしく安全なものを作れると

意気込みが伝わってきます。 皆さんに、 本

格稼働をお知らせできる日が楽しみです。

（柿崎　洋）　

東日本大震災と福島第一原発事故

　あれから５年。 毎年この時期になると、 思い出し

たかのように 「震災」 「３．１１」 「フクシマ」 といっ

た単語が周りに溢れ返ります。 同時に、 自分たち

自身が東北被災地を遠いできごととして日常から追

いやっていることに気づかされもします。

　「忙しさを理由にしてたら何もできない」 「とりあえ

ず、 現地に行こう」。 去年の秋ごろからでしょうか。

たぶん、 昨年の常総市での水害支援活動での経験

も大きく影響し、 東北被災地への思いが職員のな

かに募り始めました。

　東北被災地、 とくに地震、 津波被害に加え、 福

島第一原発事故により世代を超えても抱えきれない

苦しみを背負い続けている福島。 そこで暮らす人た

ちの話を、 先ずは聞きにいこうとなり、 職員４名が

代表し、 生協とご縁のある福島県各地の生産者や

避難中の方々を訪問しました。

製品を壊さずに （非破壊型） 放射能を測定できる計測器

高橋夫妻のお話しを聞く

相馬はらがま港　松川浦

長男の大善くん （左）　永真さん

ネット通販
「おんちゃまセット」
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３/ １２ （土） 原発のない福島を！ 『福島県民集会』 参加申込書 （3/4 〆切）

コース名　　　　　　　　班名　　　　　　　　　

組合員№　　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　人数　　　名

福島を忘れない！　『福島県民大集会』 参加のご案内

　首都圏の電気を供給し、 いったん事故が起きれば被ばく、 汚染、 避

難、 ふるさとを追われ仮設住宅暮らし、 そして５年がたち補償打ち切り、

帰還を強制 ・ ・ ・ 今や棄民。 犠牲と人々の分断、 忘却。 ちょっと違え

ば私たちが同じ境遇になっていたこと。 生産者、 生協関係の福島の仲

間も福島で頑張っている。 私たちは共にいる。 共に苦難を助け合う。

　福島のみなさんが集うこの集会に常総生協は毎年参加してきました。

今年も福島へ、 福島の人たちの生の声を聞きにごいっしょしましょう。

2014.3
あいコープふくしまの仲間と

2012.3

2013.3 茨城の仲間と

2014.3

2015.3

【日時】2016 年３月 12 日
【日程】朝 7:30 生協発（マイクロバス）
  9:00 東海村役場にて大型バスに乗り換え
12:00 郡山会場　県民集会
15:40 郡山発　18:50 東海村　20:00 生協戻り

福島訪問ツアー概要

　1 月の日曜早朝、 生協

を出発。 常磐道を北上し、

富岡 IC で海沿いの国道

6 号に乗り換え、 まずは

NPO 相馬はらがま朝市ク

ラブ代表の高橋永 ( なが )

真 ( まさ ) さんや海苔漁師

の久田要一さんのいる相

馬を目指しました。

　次に、 「日本で最も美しい村連合」 に加盟する飯

舘村から全村避難中の “かあちゃん”、 佐々木千

栄子さんを福島市内に訪ね、 最後に二本松有機農

業研究会代表、 大内信一さんを訪問して、 帰路に

つきました。

福島で生きる　福島を生きる

　お会いした方々どなたもが、 今もというより更に、

たいへん重く苦しい状況の中にあり、 しんどい想い

を抱えておられました。 しかし福島の地で、 仲間た

ちといっしょに地域を、生業を、未来をあきらめない。

そういう強い意志をもって復興に立ち向かっている

ことも伝わってきました。

福島をあきらめない。
　この旅で私たちが得た想いです。 ですが、 私たち

の想いと些少な力ではなにも変えられないでしょう。

しかし、組合員、生産者、みんなの力をあわせれば、

大きな力となることを信じます。

　被災地を過去の記憶としないためにも、 私たちは

復興に取り組む福島の人たちと共に歩んでいきた

いと思います。

　日帰り 600 余㌔の行程は少々強引で、 お話を伺

うにはあまりにも短い時間でしたが、 お訪ねした

方々の想いのごく一部でも、 この場を通じて皆さん

にお伝えしてゆきます。

　次回は、 同じ相馬 ・ 松

川浦の青海苔漁師久田さ

ん、 二本松の有機農家大

内さん、 そして飯館村から福島市の仮設住宅に避

難されている佐々木さんと続きます。 （榎本）


